
工
作
機
械
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
工
作
機
械
の
外
需
の
回
復
に
拍
車
が
か
か
っ
て
き
た
。
日
本
工
作
機
械
工
業
会

日

工
会

に
よ
る
と
、
外
需
の
受
注
額
は
２
０
１
３
年

月
に

カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月

比
で
プ
ラ
ス
に
転
換
。
以
来
、

年
２
月
ま
で
４
カ
月
連
続
で
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
い

る
。
け
ん
引
役
は
米
国
。
自
動
車
、
航
空
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
な
ど
の
需
要
が
高
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。
低
迷
が
続
い
た
中
国
向
け
も
回
復
の
兆
し
が
出
て
き
た
。
日
系

メ
ー
カ
ー
各
社
は
さ
ら
な
る
受
注
増
に
向
け
、
自
動
化
や
効
率
的
な
加
工
方
法
の
提
案

な
ど
、
顧
客
が
抱
え
る
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を

強
化
し
て
い
る
。

外需回復に拍車
好
調
続
く
米
国
市
場

中
国
も
回
復
の
兆
し日

本
で
モ
ノ
づ
く
り

産学官連携と国際標準化強化日工会 昨
年
に
中
国
で
現
地
生
産
を
始
め
た
三
菱
重
工
の
門
型
５
面
加
工
機

牧野フライスは米国で航空機関連の難削材加工の研究開発部門を増員する

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 　　

　
一
方
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
後
の

年
か
ら
仕
向
け

地
別
で
首
位
だ
っ
た
中
国
向

け
の
受
注
額
は
、

年
に
同

・
７
％
減
の
１
５
３
８
億

円
と
ほ
ぼ
半
減
し
た
。

年

終
盤
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

関
連
需
要
が
急
失
速
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
「
電
気

・
精
密
機
械
」
向
け
の
受
注

額
は
、
同

・
３
％
減
の
３

３
０
億
円
に
急
落
し
、
全
体

の
足
を
引
っ
張
っ
た
。

　
た
だ
、
中
国
も
低
迷
し
て

い
る
と
言
い
な
が
ら
「
電
気

・
精
密
機
械
」
向
け
を
除
い

た
受
注
額
を
比
較
す
る
と
、

年
は
同
１
・
６
％
増
と
わ

ず
か
な
が
ら
プ
ラ
ス
を
確
保

し
た
。
特
に
年
後
半
は
、
月

次
受
注
額
が
９
月
を
除
い
て

前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
で
推

移
。
「
一
般
機
械
や
自
動
車

関
連
の
需
要
は
底
堅
い
も
の

が
あ
る
」

大
手
メ
ー
カ
ー

首
脳

。

　
現
地
メ
ー
カ
ー
製
を
中
心

に
だ
ぶ
つ
き
気
味
だ
っ
た
工

作
機
械
の
在
庫
も
解
消
し
つ

つ
あ
り
、

年
夏
ご
ろ
に
か

け
て
需
要
が
本
格
回
復
に
向

か
う
と
の
見
方
も
で
て
い

る
。
ア
マ
ダ
マ
シ
ン
ツ
ー
ル

は
中
国
で
の
拡
販
に
向
け
、

現
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

を
強
化
す
る
。
機
種
別
で
は

研
削
盤
に
注
力
。
「
特
に
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
研
削
盤
は
金
型

関
連
で
伸
び
し
ろ
が
あ
る
」

末
岡
社
長

と
み
る
。

　

年
以
降
、
日
系
メ
ー
カ

ー
が
中
国
生
産
を
拡
充
す
る

動
き
も
相
次
い
で
い
る
。
ヤ

マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
は

年
３

月
、
中
国
で
２
カ
所
目
の
生

産
拠
点
と
な
る
遼
寧
工
場

大
連
市

を
稼
働
し
た
。

年
に
中
国
向
け
の
生
産
拠

点
と
し
て
小
巨
人
工
場

銀

川
市

を
稼
働
。
一
方
、
遼

寧
工
場
は
開
設
以
来
、
生
産

機
の
全
量
を
日
本
向
け
に
輸

出
し
て
き
た
。
今
後
は
遼
寧

工
場
の
生
産
量
と
機
種
を
拡

大
し
、
中
国
の
内
需
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
欧
州
や
南

米
向
け
に
も
輸
出
す
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
は

年
９

月
に
天
津
工
場
を
稼
働
、
現

地
仕
様
の
横
型
Ｍ
Ｃ
の
生
産

を
始
め
た
。資
本
業
務
提
携

す
る
独
Ｄ
Ｍ
Ｇ
　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

　
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
の
上
海
工
場

と
併
せ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
２

拠
点
体
制
を
中
国
で
確
立
。

天
津
工
場
で
は
工
作
機
械
用

の
鋳
物
部
品
の
加
工
も
行

い
、
現
地
向
け
の
ほ
か
日
米

の
生
産
拠
点
に
供
給
す
る
。

　
三
菱
重
工
業
は
常
熟
工
場

江
蘇
省

で
、
同
年
４
月

に
門
型
５
面
加
工
機
の
生
産

を
始
め
た
。

年
春
か
ら
歯

車
工
作
機
械
の
生
産
を
開

始
。
従
業
員
の
熟
練
度
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
に
加
え
、

産
業
機
械
や
建
設
機
械
、
自

動
車
な
ど
の
大
型
部
品
・
金

型
加
工
に
使
う
門
型
５
面
加

工
機
の
需
要
増
を
踏
ま
え
、

生
産
機
種
を
拡
充
し
た
。

　
他
方
、
日
本
で
の
モ
ノ
づ

く
り
に
こ
だ
わ
る
の
が
オ
ー

ク
マ
だ
。

年
７
月
に
本
社

新
工
場

愛
知
県
大
口
町

を
本
格
稼
働
し
た
。
「
ド
リ

ー
ム
サ
イ
ト
　
ワ
ン

Ｄ
Ｓ

１

」
と
名
付
け
た
同
工
場

は
、
部
品
加
工
エ
リ
ア
に
自

社
製
の
最
新
機
を
採
用
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
動

化
。
３
次
元
モ
デ
ル
で
部
品

の
加
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
量
産
化
の
検
証
を

す
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
工

作
機
械
の
多
品
種
少
量
生
産

に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た

め
の
新
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム

も
導
入
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
は
工
作
機

械
を
生
産
す
る
刈
谷
工
場

愛
知
県
刈
谷
市

の
刷
新

を
進
め
て
い
る
。
核
と
な
る

の
は
生
産
ラ
イ
ン
を
魚
の
骨

に
見
立
て
た
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ン
方
式
」
の
本
格
導

入
。
「
小
骨
」
の
ラ
イ
ン
で

つ
く
っ
た
各
ユ
ニ
ッ
ト
を

「
背
骨
」
に
送
り
、
そ
こ
で

本
体
を
組
み
立
て
る
。
部
品

ユ
ニ
ッ
ト
や
機
械
組
み
立
て

の
滞
留
・
逆
流
を
減
ら
し
、

工
程
を
整
流
化
す
る
の
が
狙

い
だ
。
塗
装
工
程
の
自
動

化
、
鋳
物
部
品
の
工
程
変
更

な
ど
も
進
め
、
生
産
性
向
上

と
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に
つ

な
げ
る
。

　

年
、
外
需
を
め
ぐ
り
一

つ
の
「
逆
転
劇
」
が
起
き

た
。
米
国
向
け
の
通
年
の
受

注
額
が
前
年
比

・
８
％
増

の
２
２
４
５
億
円
と
な
り
、

中
国
向
け
を
上
回
っ
て
５
年

ぶ
り
に
仕
向
け
地
別
で
首
位

に
な
っ
た
。
米
国
向
け
は
４

年
連
続
で
前
年
比
プ
ラ
ス
。

オ
バ
マ
政
権
の
製
造
業
回
帰

の
方
針
が
追
い
風
と
な
っ
た

ほ
か
、
円
高
是
正
に
よ
る
価

格
競
争
力
の
回
復
も
プ
ラ
ス

に
働
い
た
。

　
米
国
の
好
調
は

年
以
降

も
当
面
続
く
見
通
し
で
、
日

系
メ
ー
カ
ー
各
社
は
生
産
・

販
売
体
制
の
強
化
を
急
ぐ
。

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
は
米
国

工
場
を
拡
張
中
。
現
地
で
開

発
し
た
大
型
旋
盤
の
本
格
投

入
を
予
定
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ

Ｇ
森
精
機
は
海
外
募
集
に
よ

る
新
株
式
発
行
な
ど
で
３
０

０
億
円
強
を
調
達
す
る
と
発

表
。
こ
の
う
ち

億
円
を
、

米
国
を
含
む
国
内
外
の
工
場

の
増
強
や
生
産
改
善
に
充
て

る
計
画
だ
。

　
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所

は
、
米
国
子
会
社
に
設
置
し

た
航
空
機
関
連
の
難
削
材
加

工
の
研
究
開
発
部
門
を
、
数

年
後
に
現
在
比
２
倍
の

人

体
制
に
す
る
。
チ
タ
ン
合
金

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
、
耐

熱
合
金
な
ど
の
切
削
条
件
を

最
適
化
。
顧
客
や
工
具
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
加
工
コ
ス

ト
の
低
減
、
新
素
材
の
加
工

な
ど
へ
の
対
応
を
強
化
す

る
。

　
ア
マ
ダ
マ
シ
ン
ツ
ー
ル

神
奈
川
県
伊
勢
原
市

も

現
地
拠
点
で
実
証
加
工
の
た

め
の
技
術
者
を
増
や
し
、
顧

客
個
々
の
課
題
を
踏
ま
え
た

技
術
提
案
を
強
化
し
て
い

る
。

年
通
年
の
北
米
向
け

の
工
作
機
械
売
上
高
は
同
約

％
増
と
好
調
。
内
訳
は
研

削
盤
が
同
約

％
増
、
旋
盤

が
同

％
増
と
、
と
も
に
大

幅
増
と
な
っ
た
。
同
社
の
末

岡
愼
弘
社
長
は
「
研
削
盤
の

伸
び
は
自
動
車
の
ほ
か
、
医

療
や
航
空
宇
宙
関
連
の
金
型

・
工
具
加
工
の
需
要
も
貢
献

し
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

　
「
米
国
で
は
製
造
業
が
活

気
を
取
り
戻
す
一
方
で
、
技

術
者
不
足
が
生
じ
て
お
り
、

対
策
と
し
て
自
動
化
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
」
。
こ

う
指
摘
す
る
の
は
シ
チ
ズ
ン

マ
シ
ナ
リ
ー
ミ
ヤ
ノ

長
野

県
御
代
田
町

の
中
島
圭
一

社
長
だ
。
同
社
は
米
販
売
拠

点
の
自
動
化
対
応
の
ス
タ
ッ

フ
を
増
員
。
自
動
車
や
医
療

機
器
関
連
、
中
小
加
工
業

ジ
ョ
ブ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど

の
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
、
数
値

制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
と
自
動

化
機
器
を
セ
ッ
ト
に
し
た
提

案
を
強
化
し
て
い
る
。

　
各
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

が
加
速
す
る
中
、
日
工
会
は

産
学
官
連
携
と
国
際
標
準
化

戦
略
の
強
化
を
通
じ
、
日
本

の
工
作
機
械
産
業
の
国
際
競

争
力
を
底
上
げ
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
産
学
官
の
英
知
を

結
集
し
た
「
研
究
開
発
機

構
」
の
立
ち
上
げ
に
向
け
、

検
討
を
開
始
。
超
高
速
複
合

加
工
技
術
な
ど
、
中
長
期
的

な
視
点
で
研
究
開
発
を
促
進

す
る
。
標
準
化
技
術
の
開
発

や
、
国
際
交
渉
で
戦
え
る
人

材
の
育
成
も
産
学
官
の
連
携

に
よ
り
進
め
る
。

　
標
準
化
戦
略
は
、
ア
ジ
ア

の
主
要
な
工
作
機
械
生
産
国

と
の
連
携
強
化
を
模
索
。

年
２
月
に
中
国
・
上
海
で
開

か
れ
た
工
作
機
械
に
関
す
る

ア
ジ
ア
標
準
化
会
合
で
、
ア

ジ
ア
連
携
の
た
め
の
窓
口
機

関
を
国
・
地
域
ご
と
に
設
置

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
同
会
合
に
は
日
本
の
ほ
か

中
国
、
韓
国
、
台
湾
の
４
カ

国
・
地
域
が
参
加
。
米
調
査

機
関
の
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
パ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る

と
、

年
の
世
界
全
体
の
切

削
型
工
作
機
械
生
産
額
に
占

め
る
４
カ
国
・
地
域
の
シ
ェ

ア
は
約

％
に
上
る
。

　
一
方
、
国
際
規
格
の
議
論

の
場
で
は
欧
州
勢
の
発
言
力

が
強
い
。
日
工
会
の
花
木
義

麿
会
長

オ
ー
ク
マ
社
長

は
「
ス
ポ
ー
ツ
同
様
に
、
ル

ー
ル
を
制
し
た
者
が
世
界
を

制
す
」
と
強
調
。
ア
ジ
ア
の

主
要
生
産
国
が
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
発
の

国
際
規
格
制
定
に
つ
な
げ
、

日
本
の
存
在
感
を
さ
ら
に
高

め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。


